
要約

本論考は 1）学習者中心の ICT 活用を前提とした
発掘現場の観察、2）知的生産活動（今回は発掘現場
の動画制作による校内および地域への上映）、3）学
習者の興味関心に基づく Wikipedia Town の実施と
いう一連のスキームを提案している。今後、各所で
GIGA 端末の整備が進み、学習者の知的生産活動が
向上したならば、埋蔵文化財側および学校側、発掘
現場を含む地域はどのように変わりうるか、その可
能性を示したものである。本報告書でも頻繁に議論
されている文化財情報のオープン化を前提として、
学校教育から GIGA 端末を活用した学びの社会化に
よるオープンエデュケーションのながれ、非職業研
究者によるシチズンサイエンスのながれ、アカデミ
アによるオープンサイエンスのながれの接点の中
に、後世をともに育むスタイルを議論する礎になる
ことを期待したい。

はじめに

GIGA（Global and Innovation Gateway for All）
スクール構想は 1 人 1 台端末と、高速大容量の通信
ネットワークを一体的に整備することで、特別な支
援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一
人取り残すことなく、公正に個別最適化され、資
質・能力が一層確実に育成できる教育環境を実現す
る施策である 1）。学校教育の情報化の推進に関する

法律が公布、施行され 2）、学習指導要領においては
情報活用能力が言語能力と同様に学習能力の基盤と
なる資質能力と位置付けられた 3）。それに呼応する
ように、全国各地の学校で 1 人 1 台タブレット端末
を前提とした学校情報化があらゆる校務で推進され
ている。

1 人 1 台を前提とした活動は、これまでの 1 台の
端末を複数人で共有していた頃とは活用の考え方が
異なるという主張がある 4）。これまでは教師が管理
統制しながら部分的に活用する一斉操作型の授業か
ら、子どもたちが自分たちで道具立てをする学習者
を中心とした端末活用への転換である 5）。この転換
は、旧来の学校現場における慣行としてリスクを強
調し、情報技術の利活用を禁止および遠ざけていた
という前提から、積極的利活用を前提とした情報技
術に関する適切で責任ある行動規範を育む前提への
転換を意味する。

適切で責任ある行動規範を育む上で重要なアプ
ローチの一つが“学びの社会化”である。学びの社会
化とは、学習者が学んだことを公的に情報発信する
際、その発信のプロセスにおいて、配慮事項を踏ま
えた上で、正確な理解のもと対外的に働きかけを行
うことである 4） 5）。取り組む中で、責任を実感させ、
社会的な文脈への参加を意識しながら、学習者が情
報化および表現活動を行うことがそれにあたる。例
えば、中学生が科学部活動において撮影した水生生
物を同定した上で、標準化されたデータベースを作
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成し、オープンデータとして発信した事例 6） 7）や、中
学生が授業において GIGA 端末で写真を撮影し著作
権に関する意思表示をした上で、オープンデータを
つくる取り組みを行った。そのオープンデータを地
域の任意団体がデジタルモザイクアート作成に活用
した事例がある 8）。学びの社会化は、教科分野問わ
ず、生徒たちが知的生産者として認められ、興味関
心があることを情報発信するとき、表現活動の中に
リテラシーと向き合う機会を創出することになるだ
ろう。

責任ある行動規範の中心的テーマの一つとして、
著作権が挙げられる。教育分野においても著作権は
決して新しいテーマではなく、古くから教育の中で
扱われてきたテーマである。しかしながら、著作権
侵害によるリスクを強調し、学校内に閉じた学びの
設計のもと、リスクがあるから使わせずに済ますこ

とが慣行として多かった。学習者中心の考え方、つ
まり GIGA スクールによる 1 人 1 台端末整備によっ
て、子どもたちが望む望まざるにかかわらず、著作
権を有する著作者であり、それを意識する頻度は増
えることが考えられる。そのとき、どのような論点
が生じ、どのような再検討か必要か、連携者同士で
の対話を重ね、学校情報化時代に応じた著作権の考
え方を整理する必要があるだろう。

学校情報化時代における著作権の意思表示とし
て、クリエイティブ・コモンズ・ライセンスがある

（以下、CCライセンス）。CCライセンスとは、イン
ターネット時代のための新しい著作権ルールで、作
品を公開する作者が「この条件を守れば私の作品を
自由に使って構いません。」という意思表示をする
ためのツールである 9）。著作権は適用開始年齢がな
いこと、日本では無方式主義であることから、当然

図１　長野県長野市篠ノ井塩崎に位置する石川条里遺跡において GIGA 端末を使って撮影する様子
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生徒も作品を作ると同時に “ 作品を公開する作者 ”
になる 10）。例えば、校種問わず学校教育においても
頻繁に作成される写真およびレポートは著作権が発
生する作品である。しかながら、学校内に閉じた学
びの時間が多く、かつ授業目的公衆送信補償金制
度 11）等で守られている側面があることから、子ども
たちが著作者であることを意識する機会は乏しいと
言わざるを得ない。

では、GIGA スクール構想の推進は埋蔵文化財の
現場にどのような変化をもたらすのだろうか。今回
長野県埋蔵文化財センターとの連携を通して実現し
た「生徒が GIGA スクールの端末を活用して、地域
の遺跡の発掘現場を観察し、撮影した写真および動
画を編集した上で上映会を地域に対して開催する」
という事例を通して、何がいままでと異なり、どの
ような可能性が開けるのか、連携する中で見えてき
た意義を整理し、共有する。また、これまでの学校
現場および埋蔵文化の現場双方にとって問い直す必
要がある慣行について言及する。特に本論では、1）
学校教育と長野県埋蔵文化財調査の連携、2）定型、
一方向でない双方向な学習、3）現地見学とGIGA端
末活用による生徒への効果、4）写真動画記録を持
ち帰ることの意義の4点について詳述する。さらに、
学びの社会化の具体的実践として、生徒によるテー
マ決定に基づいて Wikipedia Town に取り組んだ事
例を紹介する。最後に、「デジタル技術による文化
財情報の記録と利活用」でも繰り返し話題にあがる
オープンサイエンスやシチズンサイエンスと本実践
の関係に触れる。これらを通して、各所での活発な
連携の礎になることを期待する。

1．対象生徒と活動概要

対象生徒の中心は、更北中学校ものづくり部の理
科班が中心である。学年は中学 1 年生であり、部員
数は20名前後である。

本論全体を通して言及する活動概要履歴を示す
（表1）。生徒たちは、2021年5月26日（水）に石川条
里遺跡の発掘現場を見学し、動画制作を行った。初
回の上映は、当日参加することができなかった部活
のメンバーに対して行った。その後、石川条里遺跡
の調査研究員の方々に発掘に関わるインタビューを
行った。さらに2021年8月5日（木）、学びの社会化
への準備段階として、オンライン上で専門家との対
話をし、著作権・肖像権・オープンデータ・CC ラ
イセンス等のキーワードを学んだ。これらの文脈に
基づいて、10月10日（日）に制作した動画を地域に
上映した。その後、11月20日（土）県立長野図書館
にて、Wikipedia Townを実施した。

2．�学校教育と長野県埋蔵文化センター
の連携

2－1　きっかけ
きっかけは、長野県埋蔵文化センターによる調査

情報のブログを拝見したことである。継続的にその
遺跡の調査風景および出土品の情報発信されてお
り、発掘の成果や展示としての遺物だけでなく、そ
のプロセスを知ることができる。また、時を同じく
して、ものづくり部では地域の歴史や、自然および
台風と洪水、魚類への関心など犀川および千曲川の
合流地点を対象とした自然史およびその環境の歴史

日付 活動概要 場所
 5月26日 発掘現場および周辺環境のレクチャー 石川条里遺跡  発掘現場
 6月 4日 部内で石川条里遺跡の動画を視聴 学校内（部内上映会）
 8月 5日 情報発信のための対話 学校内（オンライン）
 8月 6日 発掘現場の調査員にインタビュー 長野県埋蔵文化センター
10月 1日 制作した動画（石川条里遺跡）を校内生徒に上映 学校内（文化祭）
10月10日 制作した動画（石川条里遺跡）を地域に上映（限定公開） 学校内（オンライン）
11月20日 図書館で wikipedia 記述（Wikipedia Town）にチャレンジ 県立長野図書館

表1　生徒の主な活動概要履歴
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についても興味関心を抱いている生徒が多かった。
埋蔵文化財センターによるブログなどを用いた調査
の可視化と、GIGA の端末の整備、子どもの興味関
心がタイミングよく重なった事例と言える。

2－2　見学場所である石川条里遺跡について
石川条里遺跡は長野県長野市篠ノ井塩崎に位置す

る水田跡である。弥生時代・古墳時代・平安時代・
中世・近世と多くの時代区分にわたってその痕跡が
発掘されている。立地は長野県を流れる千曲川の後
背湿地であり、一般国道18号の改築事業によって実
施された発掘現場である。平成28年4-11月、平成29
年4-11月、平成30年4-12月、平成31年4-12月、令和
3年4-6月にわたって発掘調査が行われており 12）、今
回見学可能となった期間は令和3年4-6月における5
月26日（水）であった。この時期はおおよそ発掘調
査がちょうど終了した時期にあたり、時代の異なる
水田跡がより詳しく見学することができたことを記
しておく（図1）。

2－3　安全面への配慮
今回遺跡の発掘現場を見学するにあたり、連携面

で最も配慮した点は安全面の確保である。第一に、
もし現場で怪我をしてしまった場合の対応はどのよ
うにするかということである。整備された場所で
はなく “ 発掘中 ” の現場を部活動で見学するという
ケースはそう多くないため、起こった場合の責任の
所在は明確化にしておく必要があった。そこで、活
動の位置づけとしては部活動の時間内における校外
学習として学校側が通常時保険適用可能にした。今
後類似の取り組みを検討されている活動団体のため
に明記しておく。また、後背湿地であった地形的特
性を考慮し、雨天時の対応や予備日の打合せ等も
行った上で、安全確保のため、生徒が掘り下げた場
所へ入ることは避けることとした。

3．�生徒の写真や動画をどのように取り
扱うか？

連携における中心的な問いは、生徒が端末を用い
て発掘現場で撮影した写真および動画の著作権は
どのように取り扱うのが望ましいか？というもので
あった。一般的慣行としては、撮影禁止、あるいは
学校内利用のみ活用可能であった。子どもたちが学
校外で利用しようと思うと、使用写真を決め、使用
目的、使用期間等を明記し、押印した上で管理者に
許可を得たものを一定期間限定的に利用する、とい
うことが全国的に一般的であった。しかしながら、冒
頭にも述べたように今回の事例の著作権は誰にある
のか？という問いを立てたときに、著作権は無方式
主義であり、適用開始年齢がないことから、生徒が
撮影と同時に作者となり“著作権を有する主体”と考
えることが妥当ということになる。今回の連携の背
景は、学校側が地域での上映会等を目指して、学び
の社会化を意図したことと、長野県埋蔵文化財セン
ターがいままでの慣行を理念に基づいた形で問い直
しを行ったことがある。以後は、著作権を生徒にゆだ
ねる形で取り組んだことが前提となる記述である。

4．定型、一方向でない双方向な学習

今回の場における学習の特徴は双方向性にある。
この双方向性の学びを浮きだたせるために、一方向
の学びを対比として用い、その位置づけを説明した
い。一方向の学びとは講義形式や伝達に代表される
学びの形式の一つである。例えば、専門家や学芸員
などが学校に出向き、スライドを準備した形で講話
をし、典型的な話や一般的に認識されていることを
話すことがそれにあたる。当然ながら一方向を否定
しているものではなく、一定程度その効果を認めつ
つも “ 話す－聴く ” という関わりが長時間にわたっ
て固定的になることに課題があり、子どもたちなり
の見方をはたらかせにくいことが想定される。双方
向性とは、学習者が知的生産者の一人であるという
前提に立つ。つまり学習者なりの見方をはたらかせ

144 デジタル技術による文化財情報の記録と利活用4



その場を観察することを認めることである。今回で
あれば生徒の発掘現場見学の事前に準備した質問リ
ストからも伺えるが（表 2）なぜそこを掘ることに
なったかというそもそもの原因に興味をもつ生徒、
現場の調査研究員そのものに興味をもつ生徒、時代
に興味をもつ生徒、周辺環境との関係に興味をもつ
生徒、水生生物の化石の有無などに興味をもつ生徒
がいた。つまり、その生徒なりの見方をはたらかせ
て“発掘中の遺跡”を観察することができ、さらには
その生徒なりの見方・関心に基づく情報収集および
編集に開かれているということである。

上記のような生徒の見方に基づく疑問や質問の投
げかけは、その筋の専門家や教科としての専門性を
有する先生に対して、自身のもつ前提（そのコミュ
ニティおよび学会等では当たり前すぎて意識すらし
ないもの）を問い直す契機となるかもしれない。参
考となる記述として、エンゲストロームの著書「拡
張する学習」の中で引用されているダヴィドフの記
述の中に以下のようなことが書かれている 13）。

（引用開始）教育の一般的な図式は熟練した親
方が、自分のもっている実用的技術を弟子に伝
承していた中世の図式と、何ら変わっていない
ということである。一般的に言えばあらゆる技

術がどのようにして出現したのか、なぜそれが
あらゆる状況で実際に普遍的に応用できるの
か、あるいはまだ経験していない予期しなかっ
た状況において、これらの技術を応用する、可
能性はどのようにしたら身につけられるか、と
いったことを親方と呼ばれる人自身がほとんど
自覚していないのである。弟子はというと、彼
らは自分たちの親方から見方や技術に関してあ
る既存の型を学ぶわけであるが、なぜそれが生
まれ、そのように形作られてきたのかという普
遍的な前提を “ 自らに ” 問うことはない。（引用
終了）

これらの記述は、教師-生徒・専門家-生徒の一方
向性の典型例と解釈することも可能だろう。自戒を
込めて記述すると、教師を含め、現場の熟練の職員、
学芸員など閉じた形で専門性を身につけ熟練してき
たものは、『普遍的な前提を “ 自らに ” 問うことはな
い』状態であり続けたのかもしれない。発掘現場に
学びにくる生徒の存在と、見方による問いかけは、
前提を改めて意識的にする、あるいは問い直す契機
をその教師・専門家側に提供してくれているのかも
しれない。

No 質問 カテゴリー
1 どうしてここをほったんですか? 調査方法
2 なにが出てくるのか? 遺物
3 取った物の時代がどうしてわかるのですか？ 遺物
4 いつからやっていますか？ 調査
5 一番古いものは、どの時代の物ですか？ 時代
6 何人ぐらいの人が働いていますか? 調査員
7 犀川や千曲川に関係しているのか? 周辺環境
8 約何人ぐらいで作り上げたか? 調査員
9 面積はどれぐらいか? 規模
10 人の骨は発掘されているのか? 遺物
11 水田跡だということだが、道具は果たしてあったのか? 遺物
12 今後この活動はどのようにやっていこうと思っているのか? 調査員
13 ここにどうして遺跡があるのか? 周辺環境
14 土器の種類は何種類か? 遺物
15 どんな土器があるのか? 遺物
16 化石はでてくるか？ 遺物

表２　発掘現場見学時に事前に準備した質問リスト
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5．写真動画記録を持ち帰ることの意義

子どもたちが著作権を有する主体となり、写真お
よび動画を持ち帰ることの意義は何だろうか？第一
に、子どもたちが写真を持ち帰ることで自分たちな
りの視点で撮影した写真や動画を振り返ることがで
きる。これは、今後探究活動の基礎資料になったり、
関連する資料とのつながりを見いだしたり、地域の
こととつなげて考えたりと、自分の見方を出発点と
して発展させることができる。

第二に、子どもたち主催による学校内への表現活
動が想定される。例えば、部内報告会、大学ゼミの
ような議論の題材、子どもたちの企画による校内上
映会・文化発表会などが挙げられる。環境が整え
ば、デジタルサイネージなど子どもたちが撮影した
写真および動画を流し続けることも可能となるだろ
う。今回は、見学に出向いた部員が動画の試作を作
成し、よりよい動画を作るために、学校内の部活動
時間内で簡易の活動報告会による意見交換会を行っ
た。それは、特定の人物の既存の教科書における固
定的な遺跡のイメージから、“ 地元における遺跡の
存在を知る ” ことを、より敷居の低い形で部員以外
に開かれるということである。

第三に、学校の公式HPの掲載である 14）。保護者へ
の取り組みの伝達なども、まだまだ有効な手段と言
えるだろう。また、PTAや地元の自治会等の方々も
閲覧可能なので、世代を超えて見ることができる。
実際、遺跡見学の記事を掲載したときはアクセス解
析においても通常の 25 倍のアクセス数があったこ
とから、発掘現場における遺跡の情報を持ち帰り、
発信することへの意義は大きいと言える。

第四に、保護者への直接的・間接的普及効果であ
ろう。もし、端末を持ち帰ることができるようにな
れば、写真を撮影し、自分たちなりの視点で作成し
たプレゼン資料を保護者が即時的に見ることが可能
になるということが想定される。これはいままで、
教員が体裁を整えて、学期ごとにまとめて配布とい
うような慣習から解放されることになる。つまり、

見学に行ったその日に保護者に写真とともに説明を
することができるのである。単純計算ではあるが、
本校は 585 名の生徒がおり、2 倍の保護者が想定さ
れる。585 名プラス 1170 名の両親が存在するのであ
る。つまり、情報化された資料は1755名への目に即
時的に触れることを意味する。生徒の口伝のみに終
始していた頃と異なり、子どもたちなりの視点が反
映された写真や作品は、GIGA 以前の口伝とは異な
るモチベーションがあるだろうことが推測される。
実際、試行的に端末を持ち帰った際、生徒自身が親
に作品を見せながら説明する姿が見られた。今後持
ち帰りが当たり前になると、意識されにくいことか
もしれないが情報流通のパラダイムの変化は、家庭
の中でもささやかではあるが大きな効果を生む可能
性を秘めている。

以上、写真および動画を持ち帰ることの意義は何
か？という問いに対して、1）子どもたちが写真を持
ち帰ることで撮影した写真や動画をもとにした振り
返りができること、2）子どもたち主体による学校内
への普及活動に開かれること、3）世代をこえたデ
ジタルの入口としての学校の公式 HP 等の掲載が可
能となること、4）に、保護者への直接的・間接的
普及効果（コミュニケーションの変容）があるとい
う 4 つの視点を挙げた。写真および動画記録を持ち
帰ることは ICT 文具論の前提に立てば（表 3）知的
生産活動・普及活動など多面的効果が期待されるだ
ろう。

6．�生徒の振り返りから見る発掘現場の
価値

抽出生徒のインタビューによる振り返り記述に基
づいて本校の発掘現場× GIGA 端末の効果について
考察する。1 つ目の質問は「発掘現場への見学前後
でどのような変化を実感したか？」ということを聞
いた。その質問に対しては「自分の住んでいる地域
への見方が変わった。いままでなんとなくだったの
が見方が変わった。それが面白かった。」と言及して
いた。
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重ねて具体的な変容の内容を聞くと「地域の財産
でありいかに大きいものかを実感した。ものすごい
価値のあるものだった。」と振り返っていた。2 つ
目の質問は「教科書にある写真と異なることは何
か？」である。それに対しては「迫力。こんな大き
いところでこんな掘り方。写真は一面的で現場は自
分のみたいところを見ることができる。好奇心に影
響を与える。写真はだれかの視点。」という返答で
あった。最後に現場の調査員の存在についてどのよ
うに感じているかを質問した。「遺跡を学んでいく
上で調査している人がどのような見方でどのような
調べ方をしているかがわかる。自分の疑問をダイレ
クトに聞くことができる。」という返答があった。

これらのインタビューによる振り返りから抽出生
徒という限定的な記録ではあるが実際の発掘現場が
生徒自身の住まう地域の見方を変容させうるもので
ありまた教科書への言及からも自分たちの見方をは
たらかせることができたという関心や意欲の高まり
を読み取ることができる。また見学終了後3日で、30
分程度の動画制作をし、「いままでの中で上位を争
うほど熱心に取り組んだ動画の一つになった」と言
及していた。つまり、発掘現場という人と場所、具
体的には発掘現場から記録資料を作るプロセスの実
感が、より生徒の好奇心を喚起し、GIGA 端末によ
る動画制作という知的生産活動に向かわせたと言え
るだろう。これは、ブログ等に掲載されている写真
や発掘調査報告書などの成果物だけでは得ることが
できないことと言える。

7．生徒による動画制作とその効果

2021年10月1（金）日更北中学校文化祭において、
生徒が制作した動画を上映した。内容は2021年5月
26日（水）に石川条里遺跡の発掘現場を見学したと
きに撮影したものである。これらの上映を実施した
後、GIGA スクール構想以前の地域の埋蔵文化財の
周知度を把握することを目的として、抽出学級 4 ク
ラス、合計157名の生徒にアンケートを実施した。質
問項目は遺跡に関する周知度として、1）動画を見る
前、石川条里遺跡の存在は知っていたか、2）発掘現
場を見学できるのは知っていたか、3）発掘調査報告
書というのがあることを知っていたか、ということ
を質問した。また、動画の感想を自由記述形式で実
施した。その回答結果を示す（図2）。まず、周知度
における質問項目（1）動画を見る前、石川条里遺
跡を知っていたか、ということに関しては、知らな
かったと回答した生徒は85％であった。一方知って
いること答えた生徒は15％であった。次に（2）の発
掘現場を見学できることは知っていたか？という項
目に対しては 92 ％が知らなかったと回答している。
一方知っていたと答えた生徒は 8 ％であった。（3）
の発掘調査報告書というのがあることを知っていま
したか？という質問に対しては、87％が知らなかっ
たと回答した。一方で、知っていたと回答した生徒
は、14％であった。これらのことから、大半の生徒
が長期的に調査されてきた石川条里遺跡の存在を認
知していないということが明らかになった。その結
果、発掘現場に行くという発想にも至らない上、そ

ICT教具論（教員主導の教具） ICT 文具論（学習者中心の文具）

背景と位置づけ 工業社会 情報社会（21世紀）ICT
は個人の知的活動を支える道具

利用シーン 特定場面で限定的に使わせる
逐次指示して操作応答させる

学習者が判断選択して使う
学習者が段取りして作業・構成する

ICT に求める機能 教員による集中管理・監視
反応制御・利用抑制

知的生産性の向上
学びのデジタル・モビリティ

情報ライフラインの確保
教員に求める能力 教員指導力と授業実践の熟達 学習者に対する分析と処方

学習者に求める能力 （ICT スキルを前提としない）
単純タスクへの応答、抑制的態度

学習者の基盤となる ICT スキル
学習者の自己調整能力、自律と活用

表３　ICT教具論とICT文具論の違い４）
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の記録保存資料としての発掘調査報告書の存在も 9
割の生徒が知らないという結果を示しているのだろ
う。改めて示すまでものないが、埋蔵文化財の保存
は後世に伝え残すことを目的としている。埋蔵文化
財の保存には、原則として遺跡を現状のまま保存す
る「現状保存」と、やむを得ず現状のまま遺跡の保
存ができない場合に発掘調査を行って遺跡の記録を
残す「記録保存」がある。今回のアンケート対象で
あった中学生も、大括りではあるが、埋蔵文化財の
保存の目的にある“後世”にあたる。GIGAスクール
構想以前の状態として、1 校の結果であるものの、
記録保存である発掘調査報告書および遺跡そのもの
が、埋蔵文化財の保存の目的である“後世”に周知さ
れていないという結果は、現状の前提を再考する必
要があるだろう。しかしながら、地域文化財の保存
活用の重要性は認識しているものの、現状社会の余
剰はないことが言及されており 15）、本地域も例外で
はないだろう。埋蔵文化側だけの問題ではなく、学
校のカリキュラム編成原理の一つとしても文化遺産
の継承が挙げられている 16）。双方に打開策を考案す
る必要性があるのは言うまでもない。

このような現状認識のもと、打開策のためのアプ
ローチの一つとして、生徒が GIGA 端末を活用した
動画制作とその上映がある。いままでは、埋蔵文化財
側としては、発掘現場の写真は一般的慣行として撮
影禁止、あるいは学校内利用のみ利用可能であった。
もし、子どもたちが研究発表など学校外で利用しよ
うと思うと、使用写真を決め、使用目的、使用期間等

を明記し、押印した上で管理者に許可を得たものを
一定期間限定的に利用する、ということが前提条件
であった。学校教育側としては GIGA 以前が教師主
導の限定的利用、かつPC室共同利用が前提であった
ため、写真を活用した動画等の継続的編集が困難で
あった。これらの現状から推移し、埋蔵文化財側は
著作権が子どもにあることを承認し、学校側はGIGA
スクール構想以後1人1台になった結果、タブレット
端末の日常利用が可能となり、文具的な活用をした
上で動画制作を継続的に行えるようになった。

今回の文化祭における石川条里遺跡の動画を見た
生徒の中には「もっと遺跡を見てみたい」「遺跡の
ことをもっと知りたくなった」「遺跡を調べるのが
楽しそうだ」「行きたくなった」、など、遺跡に対し
て興味関心を高めていることが伺える記述や、「発
掘現場を近くで見られることが出来るなんて知らな
かった」「発掘現場を見学できることを知らなかっ
たので、驚きました」など、発掘現場に行くことが
可能であることに気付く回答、「わかりやすくてよ
い」「ゆっくり実況など面白かった。」「面白く編集
されていた」など、動画編集そのものに関心を示し
ている生徒や「タブレットでこんなにできるのは驚
いた」など、GIGA 端末の可能性に関する回答も見
られた。これらのように、発掘現場を開き、著作権
を生徒に認め、ICT 文具論（表 3）の前提にたった
動画制作は、埋蔵文化財側にとっての周知度が改善
されるだけでなく他の生徒の地域の遺跡への関心を
高め、知的生産活動への意欲を涵養しうることが伺

図２　遺跡に関する周知度のアンケート結果

１）遺跡の存在 ２）現場見学の可否 ３）発掘調査報告書の存在
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えた。また、副産物的ではあるが、働き方改革的な
視点で言及すると「子どもたちの動画をつくりた
い（知的好奇心）が埋蔵文化財側の業務削減につな
がった」と表現することも可能だろう。

8．�学びの社会化に向けて専門家との対話

学びの社会化を目指して、2021年9月5日（日）に
須坂市情報技術センターにて専門家との対話を行っ
た。実施方法は、コロナの状況もあり生徒は Zoom
によるオンライン参加とし、会場は関係者のみとい
うハイブリット形式で実施した（図3）。繰り返しに
なるが、学びの社会化とは、学習者が学んだことを
公的に情報発信する際、その発信のプロセスにおい
て、配慮事項を踏まえた上で、正確な理解のもと対
外的に働きかけを行うことである。取り組む中で、
責任を実感させ、社会的な文脈への参加を意識しな

がら、学習者が情報化および表現活動を行うことが
それにあたる。いままでの上映活動は、部内および
校内など内部で閉じた形の表現活動であった。生徒
が制作した動画を公的に発信しようとする際、どの
ような点の配慮事項および責任が必要か、不安要素
が大きいと感じている側面があったので、著者は生
徒と専門家との対話の場を設けた。

生徒自身の対話の目的は、次の（1）から（3）の
ように示していた。1）動画をよりよくしていきた
い、2）今後お手本になるような動画を作りたい、3）
今後初めて動画を作るときに（配慮事項を意識した
上でみんなが作れるように）移動博物館（地域）を
通して、地域の人に見てもらいたい（つまり、その
ために知っておくことを学びたい）ということであ
る。このことは、校外への情報発信への意欲を読み
取ることができる。以上2時間程度の対話であるが、
この場で共有された質問リストを示す（表4）。教育
現場だけでなく、埋蔵文化財の専門家の方々にもそ
の質問に対してどのように答えうるか、実践の折、
参照されたい。

9．地域への動画上映と継承可能性

2021 年 10 月 10 日（日）に須坂市情報技術セン
ター主催で地域の「デジタル化」について考えるイ
ベントが開かれた 17）。ここで、生徒が制作した石川
条里遺跡の発掘現場に関する動画を上映する機会を
得た。企画立案の際、新型コロナウイルスの感染拡
大の状況があり、参加者すべてがオンラインで実施
することとなった。当日は、総勢 200 名の参加があ
り、中学生から70代の高齢者まで「デジタル化」と
いうキーワードを通して情報交換および対話を行っ
た。当日は、NPO法人・地域の企業・中学生・高校
生・中学校教員・行政・大学教員・発表者の保護者
など、多様な主体が参加した。情報交換および対話
の様子は YouTube 限定公開という形でライブ配信
された。動画を上映した生徒からすると、地域に住
んでいる親族のみならず、遠方に住まう親族も視聴
することが可能となり、地域への周知度の高まりだ図３　生徒はオンライン参加。制作した動画の確認をする様子
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けではない効果が得られることだろう。
当然ながらいままでも GIGA スクール構想による

1人1台端末の配備がなくとも、動画の制作は数多く
見られた。しかしながら、対外的に見れば学校内に
閉じた形であったり、特定の分野に閉じた形で情報
が共有される場合が多かった。今回のように、地域
の“後世”である生徒たちが、自ら動画を制作し、配
慮事項を学んだ上で、教科や分野を超えた地域に向
けて学びを社会化させていくことの意義は、文化財
の継承可能性を高めると言えるだろう。

10．�学びの社会化としてのWikipedia�
Town�の実践

10－1　実施目的
2021 年 11 月 20 日（土） に 県 立 長 野 図 書 館 で

Wikipedia Town（ウィキペディアタウン）を実施し
た。Wikipedia Town とは、地域の項目をWikipedia 
に作成して情報発信することを目的とした、街歩き
編集作業を組み合わせた取り組みである。2013年を
皮切りに、市民と行政の協働で行う事例が数多く報
告され、学校教育においても京都府立南陽高等学校
の事例 18）や、学校図書における地域探究支援の事
例 19）などが報告されている。加えて、近年積極的
に行われているオープンデータ活用の仕掛けとして
も注目されている。本実践は、生徒がいままで取り

組んできたテーマを記述項目【石川条里遺跡・学校
史・自然史】に設定するという試行のもと、資料に
基づく引用記述を学び、CC、ライセンス等の著作権
関係、肖像権等の情報、化時代の配慮事項を意識し
た上で、追記および立項に挑戦することを目的とし
た。

10－2　事前準備
事前準備はいままで取り組んできた中で、生徒自

身が関心あるテーマを再度確認するとともに、参考
にする予定のサイトURL の収集や、目次アイデア、
引用予定の文献、どのような内容をどこまで書くか
など大まかな下書きをプロジェクトチームごとに準
備した。

10－3　当日の時程について

詳細 時程
図書館集合 12:30
Wikipedia ファシリテーター紹介 13:00 から 13:30
図書館の使い方レクチャー 13:30 から 13:45
チームごとに記述開始 13:45 から 16:20
感想交流 16:20 から 16:40 
解散 16:45

表5　図書館活用時の時程

10－4　スタッフ再度の共通認識として
当日実施するスタッフサイドの共通認識として次

表４　学びの社会化に向けた生徒の質問リスト
No 学びの社会化に向けた生徒の質問
1 著作権で制限されているものを、出典を明記して使うことは可能なのか？
2 使いたいBGMを、出典を明記して使いたいけど、できるかどうか？
3 一般の顔がうつったときにモザイクが必要かどうか？
4 グーグルマップに使うときに気を付けることは？
5 僕らでも使いやすい地図データがあるかどうか？
6 会社とかのサイトを勝手に載せても大丈夫かどうか？
7 博物館とかにある資料関係は、ネットにでまわっているものはつかっていいのかどうか？
8 発掘現場の写真どこまでみせていいのかどうか？
9 上映会するときに、そのまま見せていいのか？移動博物館で見せたい
10 場所をクリックしたら、動画をながすことができるのかどうか？
11 ドローンってどこでも、とばすことができますか？
12 YouTube でテレビを小さくしたり、音声を一部なくして投稿している人がいるが、それって大丈夫なの？
13 VRでバーチャル見学をしたいのですが、大丈夫なのですか？
14 発掘箇所は発掘終了後に元に戻してしまうと聞いたのですが、VR で残すことはできますか？
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のことを了解事項とした。当然ながら、新規立項や
追記などを目指しはするものの、専門家が一律に同
じペースで一方的にレクチャーするという方針をと
らなかったということである。生徒個々の文脈を尊
重し、講義をしてレスポンスではなく、生徒のいま
の問いに対して、応答していくこととした。

10－5　当日のシステムについて
当日のシステムについて示す。生徒は GIGA ス

クール構想によって配備された端末を 1 人 1 台学校
より持参した。また、ネットワーク環境は図書館の
Wi-Fiを活用した。オンライン会議システムはZoom
を活用し、生徒がホストを務めることとした。プロ
ジェクトチームごとにブレイクアウトルームを作成
し、進捗に応じてファシリテーターに質問できる環
境を整えた。

10－6　当日の生徒の姿から
当日の生徒の様子を示し（図4）、以下の注目に値

する姿を記述する。今回は半年の取り組みから、生
徒が記述項目を決めるところからスタートすると
いう試行的取り組みであること、また Wikipedia の
ファシリテーターはオンライン上での参加であるこ
と、子どものリテラシーもそれぞれであることを前
提としていたため、スタートは子どもが進捗を共有
することから始めた。いつもの場所と異なる図書館
であることや、専門家との出会いの瞬間はデジタル

空間であっても緊張している様子が見てとれた。
ある程度下書きが進んだ段階で、2021 年 5 月 26

日（水）に石川条里遺跡の発掘現場で撮影した写真
を提示し、協力者である奈良文化財研究所の野口淳
氏に「自分たちで撮影してきた動画から写真を切り
出した画像をオープン化したいんですけど、気をつ
ける点はありますか？」と質問している場面があっ
た。この質問の背景には、動画作りの際、専門家と
の対話など学校外との接点から涵養されてきたこと
が伺える。

また、活用の資料として近年整備が急速に進んで
いる全国遺跡報告総覧を活用していた。石川条里
遺跡のプロジェクトチームは、紙・デジタル問わ
ず、資料にあたりながら文章の記述を進めていた。
Wikipedia には出典を明示して作成するルールがあ
る。全国遺跡報告総覧には Wikipedia 引用表記テン
プレートがあることを教えてもらい、あっという間
に参照情報の記載を終えている姿が見られた。この
ジェネレーターがあることで、Wiki のソースコー
ドの編集に不慣れでも、参考文献一覧ができるとの
アドバイスを受けていた。

一方、自然史の項目では、トカゲに興味をもって
いた生徒が「他人が書いている文章に追加するって
ことはできるんですか？」ということを質問してい
た。Google Scholar にて、アクセス可能な爬虫類
両生学会報に報告されていたニホントカゲが水中に
潜るという論文を見つけていたため、すでに立項さ
れている記事に、どのような表現で書き加えれば良
いかを考え、文脈を理解しようとしている姿があっ
た。結果として、ニホントカゲの項目に『夏季にな
ると水中に潜っていたという事例もある。』という
文面を追記し、多くの文章の中の一文であるが、社
会的な文脈の中でその痕跡を残すという参加体験は
一定の達成感があったのか、生徒同士および教員に
その成果を共有する姿が見てとれた。

学校史に取り組んでいたチームは、他校の記述の
様子を見ながら、沿革を整理するとともに校長先生
が保管している 10 年ごとに発行される記念誌を参

　感想交流会までに Wikipedia に書き終わって
いるということをゴールとしない。記述の過程
で著作権のことや、引用のことなど、情報発信
するプロセスそのものを学びの契機としたい。
プロジェクトチームごとに 13:45 から 16:20 の間
で個別チームに応じて対応していただく。背景
としては、取り組むレベル感が生徒によって異
なることが挙げられる。それぞれの可能性を潰
さないために、一律に同じペースで講義するパ
ターンではなく、チームの要望に応じて、アド
バイスをいただく。聞くタイミングは生徒の判
断によることとする。
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図4　 1）全体の様子。サポーターはオンライン、生徒は図書館にて端末一人一台を準備。  
2）Wikipediaの下書きを共同編集機能を使って記述。図書館の書籍を活用。 
3）生徒が撮影した発掘現場の写真をオープン化するにあたって専門家に相談する様子。 
4）全国遺跡報告総覧のWikipedia引用表記テンプレートから参照情報の記載するフローを学ぶ。

2）

3）

考に下書きに項目をまとめていた。また、歴代校長
を記録していたが、それを載せて良いかどうか気に
なり、Wikipedia 管理人であるアライ氏に問い合わ
せる姿や、生徒同士の会話で校歌は歌詞であるが、
著作権は大丈夫か？など、学校外という意識をもっ
て取り組んでいる様子がうかがえた。

今回の取り組みはイベント的に終わらせたくない
という学校側の願いのもと、立項項目を生徒に決め
させ、書き終えることを目指さないことを関係者で
共有した上で Wikipedia 編集に取り組んだ。当然な
がら、個々別々に生徒の情報に関するリテラシーに
は差があり、取り組むスピードの違いも見られた。
プロジェクトチームごとにも、新規立項をしたも

の、追記したもの、下書きで終わったものなど進捗
の差はあった。

当日終了までの成果はプロジェクトチームごとに
新規立項1、追記1、下書き1であった。当日はここ
で終えることになったが、その後別日の活動におい
て、レクチャーを動画にまとめて、部内で共有する
姿や、参加できなかった部員に共有している姿が見
られた。企画者側が項目を事前に決めてしまう “ 立
項ありき ” ではない一つの形として、今後の参考に
なれば幸いである。

10－7　事後のアンケートから
事後のアンケートにおいて、「Wikipedia は地域

1）

4）
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のことや、自分たちの興味関心があるものを発信
することに使えそうか？」という質問項目に対し
て、参加した生徒全てがそう思うと答えた。また、
Wikipedia そのものに対するイメージを聞いたもの
に対しては、「誰かが書いたことしかわからないと
おもっていたが、自分の発見を書くこともできると
知って、他人事と思っていたが、それ以降は関心を
もった。」「Wikipedia はみるだけで編集したことは
なかったけれど、自分が知っていることについて書
いてみると楽しいなぁーと思った。」「編集できるこ
とを初めて知った。」「みんなで情報を共有する場」

「Wikipedia の使い道はいろいろあると知れた。」と
いう記述を得られた。学校では Wikipedia の情報は
あまり信じない方が良いという声をよく聞く。確か
に、そのような側面があることは否めないが、そも
そも知識とは何か、知識をどのように評価するかと
いう問いのもと、知的生産者として生徒たちが知を
構成する場としてとらえたとするならば、多様な立
場の人と生徒とをつなぐ有効な接点になりうること
が示唆される。生徒の学びの社会化として、他の分
野に越境してみる場として、引用文化を学ぶ場とし
て、研究における再利用の場として、百科事典で
ある Wikipedia は多くの分野を内包する地域情報化
にとって有効なアプローチの１つだろう。今後は、
生徒たちが地元の地域に対して主催する Wikipedia 
Townなどにも取り組んでみたいと考えている。

11．実践から見える展望

本実践における成果は、1）発掘現場の観察、2）
知的生産活動（今回は動画制作）、3）学習者の興味
関心に基づくwikipedia townの取り組み、という一
連のスキームを提案したことにある。このスキーム
は、知的生産活動を向上させ、動画制作だけでなく
Wikipedia の編集も可能にした。一連の実践は、職
業科学者ではない一般の市民によって行われる科学
的活動を指すシチズンサイエンスとして捉えること
ができるだろう 20）。

本実践のようなシチズンサイエンスの取り組みは

オープンサイエンスによって支えられる。オープン
サイエンスの詳述はさけるが、本報告書である「デ
ジタル技術による文化財情報の記録と利活用」に
おいて、繰り返し様々な視点で議論され 21）、特に
研究者にとってのオープンサイエンスは “再利用”
が鍵概念であることを指摘している 22）。本実践の
Wikipedia  Town もオープンアクセスである全国遺
跡総覧によるところが大きい。情報流通のパラダイ
ム変化や GIGA 端末の整備は多くの市民たる生徒の
参加を可能にするだろう。

オープンサイエンスに基づく埋蔵文化財情報の
オープン化とともに、子どもたちと文化財情報の接
点は増大する。例えば、宮澤（2022）は小学生に配
備された GIGA 端末を活用して学校図書館の文脈か
ら全国遺跡総覧を活用し児童のこれまでの資料との
接点の変容を実践的に記述している 23）。岩村（2022）
は市民が自治的に文化財の 3D に取り組むことがで
きるフローを整理している。また、三好（2022）は
飛騨市において石棒クラブ 2.0 というユニークな取
り組みを展開し、全国からファンを集め、関係人口
と共働した文化財と博物館資料の活用に取り組んで
いる 24）。これらのように、今日の比較的安価で簡便
かつ市民権を得た情報技術を活用し、わが町の文化
財の関心や愛着をはぐくんだり、捉え直しが生じる
仕掛けをしている。市民の参加がより一般的になる
と、教育過程の中でも、生徒が 3D 化を試みたり、
発信した文化財を通して対話の場をオンライン上に
作ったりと、ユニークなカリキュラムをオープンに
共創することも可能になるだろう。

最後に学校教育側から 1 つの概念を共有して本論
考を終えたい。その概念とはエージェンシー（生徒
エージェンシーともいう）である。エージェンシー
とは、「変化を起こすために、自分で目標を設定し、
振り返り、責任をもって行動する能力」である 25）。今
回の実践においても、筆者は多様な空間の活用（空
間の多様性）や、オンライン・オフライン問わず教
師以外の大人との接点を創出することに主眼を置い
た。実際筆者の主観ではあるが、発掘現場における
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調査員の方々、奈良文化財研究所の野口氏、名古屋
大学の遠藤氏、WikipediaTownコーディネーターの
青木氏、Wikipedia管理人の荒井氏との接点は、無機
質に見える Wikipedia や遺跡報告書などの情報の認
識を変え、関心を育む契機となったと考えている。
その関心が目標を生み、エージェンシーを育むこと
が可能となるのだろう。

学際的性質の強いシチズンサイエンス・オープン
サイエンスあるいは産官学連携などをより発展させ
うる可能性は、各分野の未来世代たる生徒（子ども）
の存在そのものだろう。その先に、古くて新しい在
野の形も見えてくるのかもしれない。
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